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Customs and Trade Automated Interface Requirements


	国境貨物引渡し


	本章は国境貨物引渡し処理に必要であるﾚｺｰﾄﾞを提供する。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01 (入力)








BCR‑3

更新ｱｸｼｮﾝに関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の国境貨物引渡しﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 0M (入力)









BCR‑6

船荷証券情報に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の国境貨物引渡しﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 02 (入力)








BCR‑8

原産国、（関税）税目番号、及び製造者識別証(ID)に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の国境貨物引渡し品目名入力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 E01/02 (出力)








BCR‑10

ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ又はｴﾗｰなし受信の受取り通知を提供する必須の国境貨物引渡し出力ﾚｺｰﾄﾞ
国境貨物引渡し
国境貨物引渡しは地上国境所在地で使用するために特別に開発された。それは、空港/海港のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに存在するﾃﾞｰﾀ要素がその（地上）国境環境には存在しないと言う点において、空港及び海港の貨物引渡しとは異なる。
これらﾃﾞｰﾀ要素の削減が国境貨物引渡し処理の詳細ﾚｺｰﾄﾞを少数のより簡潔なものにしている。これらのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは一つのﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞと一つの品目名ﾚｺｰﾄﾞから成る。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子01は必須の国境貨物引渡しﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子0Mは船荷証券情報に関するﾃﾞｰﾀの条件付国境貨物引渡しﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子02は必須の国境貨物引渡し品目名入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは複数の最終荷受人若しくは複数の税目番号について必要なだけ繰り返し使用される。その他諸官庁のﾃﾞｰﾀは、もしあるとすれば、ﾚｺｰﾄﾞの識別子02の次に来る。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はHNである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

出力:：国境貨物引渡しﾚｺｰﾄﾞ識別子E01/02が唯一の国境貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はHSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01 (入力)
これは、更新ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ、通関申告をする地区/通関地、申告者略号、申告番号、輸送方式(MOT)符号、登録輸入者、担保の種類、担保コード、最終荷受人、到着日、及び申告種類に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の国境貨物引渡しﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 01 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2N
	1‑2
	M
	常に01に等しくなければならない。
	

	更新ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ
	1A
	3
	M
	更新ｱｸｼｮﾝを表すｺｰﾄﾞ。

有効な更新ｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞは次の通り；
A = Add （加算）
R = Replace （置換）
D = Delete （削除）　
	

	通関申告をする地区/通関地
	4N
	4‑7
	M
	当該物品が申告それとも即時引取り許可に基き通関されることになっている地区/通関地を表す符号。一般に、地区符号はﾌﾞﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）に含まれる地区符号と同一である、しかしながら、通関地符号は異なることがある。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。  
	

	申告者略号
	3AN
	8‑10
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号に申告者略号が加わる。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	8N
	11‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	輸送方式(MOT)　符号

	2N
	19‑20
	M
	輸送方法［方式］を表す符号。国境貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの有効な輸送方式符号は、12, 20, 21, 30, 31, 32, 33 及び 34である。これらの符号の説明が本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	登録輸入者
	12X
	21‑32
	M
	登録輸入者を識別するｺｰﾄﾞ。
	1

	担保の種類
	1N
	33
	M
	担保の種類を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	担保コード
	3N
	34‑36
	C
	当該担保に関連する担保ｺｰﾄﾞ。もし、担保の種類ｺｰﾄﾞが9（個別通関保証）なら、その担保ｺｰﾄﾞは必須である。
	

	最終荷受人
	12X
	37‑48
	C
	最終荷受人を識別するｺｰﾄﾞ。最終荷受人が唯一つの場合、本ﾚｺｰﾄﾞで報告する。最終荷受人が２以上の場合、本ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを空白[ｽﾍﾟｰｽ]で埋め、かつ、最終荷受人をﾚｺｰﾄﾞの識別子02で報告すること。
	1

	到着日
	6N
	49‑54
	M
	到着日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	申告種類
	2N
	55‑56
	M
	申告種類を表す符号。有効な申告種類符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	（引取り）申告／即時引取りの標識
	1N
	57
	O
	1と言うｺｰﾄﾞは即時引き取りﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを指し、ｺｰﾄﾞ2は（引取り）申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを指す。このｺｰﾄﾞは将来使うためにとってある。 
	

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4AN
	58‑61
	C
	ｷｬﾘｱ（運送業者）を識別するｺｰﾄﾞ。  本ｺｰﾄﾞは通常、船荷証券に記載されている。もし、それが（船荷証券に）記載されていないなら、運送業者がそれを提供できるはずです。もし、当該通関地が鉄道・電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(AMS Rail)を運用中なら、本ﾃﾞｰﾀ要素は必須である。
	


	荷受人名及び荷受人所在地
	1A
	62
	O
	1と言うｺｰﾄﾞはこの通関申告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾚｺｰﾄﾞが荷受人番号の代わりに荷受人名及び荷受人所在地を用いることを指す。
	

	フィラー
	18AN
	63‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
登録輸入者及び最終荷受人の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁 (IRS) 番号 

YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
‑CCCCCCCCCCC

暗号化（された）番号(最終荷受人に限る)

これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号、及びC =文字。

登録輸入者番号が内国歳入庁(IRS)形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。

古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 0M (入力)

これは船荷証券情報に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の国境貨物引渡し入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 0M (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2AN
	1‑2
	M
	常に0M(ｾﾞﾛ M)に等しくなければならない。
	

	フィラー
	12AN
	3‑14
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券　番号


	12AN
	15‑26
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。申告種類06の外国貿易地域(FTZ)内消費に証券番号の必要はない。もし、輸送方式(MOT)符号が30又は31(貨物自動車、ｺﾝﾃﾅ)なら、その船荷証券番号を届出しなければならない。もし、当該通関地が鉄道・電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(Rail AMS)を運用中なら、これらのﾃﾞｰﾀ要素は必須である。
	

	ﾊｳｽ船荷証券　番号
	12AN
	27‑38
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。 もし、輸送方式(MOT)符号が30又は31(貨物自動車、ｺﾝﾃﾅ)なら、その船荷証券番号を届出しなければならない。
	

	サブ［副次的］･　ハウス船荷証券　番号
	12AN
	39‑50
	C
	積荷目録に載っている通りのサブ・ハウス船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。 もし、輸送方式(MOT)符号が30又は31(貨物自動車、ｺﾝﾃﾅ)なら、その船荷証券番号を届出しなければならない。
	

	数量
	8N
	51‑58
	M
	報告される船荷証券番号に関する最低ﾚﾍﾞﾙでの数量。それは最も小さい外装（荷物等の包み）単位である。もし、その伝送が記名式船荷証券用であれば、この数量はその船荷証券数量である。もし、その伝送がﾊｳｽ船荷証券用であれば、ﾏｽﾀｰ船荷証券及びﾊｳｽ証券の両方の番号が報告されるが、しかし、報告すべき唯一の数量はﾊｳｽ証券数量である。同じく、もしｻﾌﾞ［副次的］・ﾊｳｽ船荷証券が報告されているなら、あらゆるﾚﾍﾞﾙの証券の番号を送信して欲しいが、しかし、ｻﾌﾞ・ﾊｳｽ数量以外送信しないよう願う。もし、当該通関地が鉄道・電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(Rail AMS)を運用中なら、これらのﾃﾞｰﾀ要素は必須である。
	

	単位
	5X
	59‑63
	C
	船荷証券上の測定単位。その船荷証券と関連する複数の測定単位がある場合、個(PCS)と言う標準の汎用単位が受け入れられる；しかしながら、これは必ずしも注解合衆国実行関税率表の税目番号と関連する測定単位に関係するものではない。
	

	フィラー
	6AN
	64‑69
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	マスター船荷証券番号発行人

	4AN
	70‑73
	C
	実際にそのﾄﾗｯｸ又は鉄道貨物引換証を発行した当事者の運送会社識別コード(SCAC)を表す符号。引換証の発行者をﾄﾗｯｸ又は列車の運転者と混同してはならない。  申告種類06（外国貿易地域）について、マスター船荷証券［貨物引換証］番号発行人を入力しないこと。もし、当該通関地が鉄道・電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ申告ｼｽﾃﾑ(Rail AMS)を運用中なら、これらのﾃﾞｰﾀ要素は必須である。 
	

	ハウス船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	74-77
	C
	自動化した海上/鉄道ﾊｳｽ 船荷証券［貨物引換証］を発行した当事者のSCAC（運送会社識別コード）を表す符号。  この当事者は自動化した（申告ｼｽﾃﾑを利用する）NVOCC又は自動化したﾏｽﾀｰ船荷証券の発行者のどちらでもよい。ハウス船荷証券番号発行人コードが輸送方式(MOT)10,11,20,又は21について送信される時、そのﾊｳｽ船荷証券も併せて要求される。申告種類"06"について、ﾊｳｽ船荷証券［貨物引換証］番号発行人ｺｰﾄﾞを入力しないこと。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 02 (入力)
これは、原産国、（関税）税目番号、及び製造者識別証(ID)に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の国境貨物引渡し品目名入力ﾚｺｰﾄﾞである。もし、２以上の税目番号若しくは最終荷受人があるなら、各税目番号又は各最終荷受人毎にその品目名ﾃﾞｰﾀに関するこのﾚｺｰﾄﾞが必要に応じて繰り返し使用される。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 02 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2N
	1‑2
	M
	常に02に等しくなければならない。
	

	原産国
	2A
	3‑4
	M
	原産国を表す 国際標準化機構(ISO)国符号。有効なISO符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	税目番号
	10N
	5‑14
	M
	その（関税）税目番号を表す注解合衆国実行関税率表(HTS)に掲載されているｺｰﾄﾞ。
	

	製造者識別

コード
	16AN
	15‑30
	M
	製造者を識別するコード。 製造者（識別）コードの決定に関する通知については、1986年11月24日付けCBP通達3500-13を参照のこと。
	

	最終荷受人
	12X
	31‑42
	C
	最終荷受人を識別するｺｰﾄﾞ
	1

	品目名価格
	10N
	43‑52
	O
	完全（整数）ドル表示の品目名価格。
	

	フィラー
	28AN
	53‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
最終荷受人の 有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁 (IRS) 番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
‑XXXXXXXXXXX

暗号化（された）番号
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、及びDDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。

もし、登録輸入者番号が内国歳入庁(IRS)形式であって、その最後の2桁が空白　　　［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。
「注１」－続き
ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。

古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 E01/02 (出力)
これは、通関申告をする地区/通関地、申告者略号、申告番号、ﾒｯｾｰｼﾞｺｰﾄﾞ、説明［叙述］的メッセージ、及び最終荷受人に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の国境貨物引渡し出力ﾚｺｰﾄﾞである。国境貨物引渡しﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを受け取ったと言う通知を受けないと決めている申告者は、ｴﾗｰの場合のみこのﾚｺｰﾄﾞを受ける。ｴﾗｰが発生した場合のﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子01又は02）はこのﾚｺｰﾄﾞの2-3桁に表示される。もし、最終荷受人番号に複数のｴﾗｰがあるなら、このﾚｺｰﾄﾞが各最終荷受人ｴﾗｰ毎に繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 E01/02 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　(桁)
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にEに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	2‑3
	M
	常に、どちらのﾚｺｰﾄﾞにｴﾗｰがあったのかを示す01か又は02に等しくなければならない。
	

	通関申告をする地区/通関地
	4N
	4‑7
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	申告者略号
	3AN
	8‑10
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号に申告者略号が加わる。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	8N
	11‑18
	M
	通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅ(in CATAIR Appendices)を参照のこと。
	

	ﾒｯｾｰｼﾞｺｰﾄﾞ
	3AN
	19‑21
	M
	ﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	説明［叙述］　的メッセージ
	30X
	22‑51
	M
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝがｴﾗｰなしで受信されたことを承認する、又はﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝがｴﾗｰありで受信されたことを記載する説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。利用者はｴﾗｰなしﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの受取り通知を受けないと決めてよい。
	

	最終荷受人
	12X
	52‑63
	C
	最終荷受人を識別するｺｰﾄﾞ。
	1

	フィラー
	17AN
	64‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注１」
最終荷受人の 有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁 (IRS) 番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
‑XXXXXXXXXXX

暗号化（された）番号
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、及びDDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。

もし、登録輸入者番号が内国歳入庁(IRS)形式であって、その最後の2桁が空白　　　［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。
古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。
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